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す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〔
概
要
〕

　
法
改
正
に
よ
り
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
更
新
研
修
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配

置
し
て
い
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に

つ
い
て
も
、
５
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

と
に
更
新
研
修
の
修
了
を
義
務
付
け
る

も
の

〔
審
査
内
容
〕

　
　
更
新
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
更
新
研
修
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の

動
向
や
、
認
知
症
に
関
す
る
事
例
な
ど
、

合
計
46
時
間
の
講
義
や
演
習
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
。

　
工
事
施
工
に
関
す
る
基
本
協
定
の
変

更
な
ど
、
４
件
の
議
決
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
工
事
施
工
に
関
す
る
基
本
協
定
の
変

更
に
つ
い
て

〔
概
要
〕

　
平
成
28
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

国
道
34
号
高
縄
手
橋
架
替
工
事
の
仮
橋

の
工
事
施
工
に
関
し
、
現
地
の
土
質
が

想
定
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
設

計
を
見
直
し
た
結
果
、
迂
回
路
の
工
事

費
が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
協
定

金
額
を
変
更
す
る
議
案
を
可
決
し
た
が
、

そ
の
後
、
同
工
事
の
本
線
橋
台
の
工
事

施
工
に
関
し
て
も
同
様
の
理
由
で
工
事

費
の
増
額
が
生
じ
た
た
め
、
協
定
金
額

を
再
度
変
更
す
る
も
の

〔
審
査
内
容
〕

　
仮
橋
と
本
線
橋
台
に
つ
い
て
は
、
工

事
内
容
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
近
接
し

た
場
所
で
あ
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
土

質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
回
変
更

し
た
時
点
で
、
今
回
の
こ
と
も
想
定
で

き
た
は
ず
な
の
で
、
同
様
の
理
由
で
何

度
も
設
計
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
１
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
●
「
地
球
を
守
れ
る
社
会
体
制
創
り
」

の
為
の
陳
情
・
地
球
社
会
建
設
決
議

陳
情

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
へ
の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

ト
レ
イ
ン
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
の
開
発
に
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
状
況
の
中
、
そ
の
実
現

性
に
つ
い
て
、
市
民
の
戸
惑
い
や
懸
念

が
広
が
り
、
営
業
主
体
で
あ
る
鉄
道
事

業
者
か
ら
も
、
最
終
的
な
西
九
州
ル
ー

ト
の
あ
り
方
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て

き
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
山
陽
新
幹
線
へ
の
直
接
乗

り
入
れ
を
確
実
に
実
現
す
る
と
と
も
に
、

将
来
的
に
は
全
線
フ
ル
規
格
化
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
進
め
る
よ
う
、
国
に

対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
現
行
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
は
、
新
規
の
指
定
の
み
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
廃
止
、
休
止
等
の
状
況
が

把
握
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国

的
に
、
事
業
者
の
所
在
不
明
、
違
反
行

為
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。

　
水
道
利
用
者
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
は
、
不
適
格
事
業
者
を
排
除
し
、
継

続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
現
行
制
度
に
更
新
制

を
導
入
す
る
よ
う
、
国
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
約
２
億
２
，
７
０
０
万
を
追
加
す
る

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
市
庁
舎
建
設
事
業

〔
概
要
〕

　
老
朽
化
が
著
し
い
現
市
庁
舎（
昭
和
39

年
建
設
）の
建
て
替
え
工
事
に
要
す
る
経

費
に
充
て
る
た
め
に
、
市
庁
舎
建
設
整

備
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の

〔
補
正
額
〕
２
億
円

〔
審
査
内
容
〕

　
　
新
市
庁
舎
建
設
候
補
地
を
現
市
庁

舎
周
辺
に
選
定
し
た
こ
と
に
関
し
、
市

民
に
市
の
考
え
を
懇
切
丁
寧
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

や
３
月
号
の
市
政
だ
よ
り
に
新
市
庁
舎

建
設
に
関
す
る
意
見
募
集
も
盛
り
込
ん

だ
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

市
民
へ
の
説
明
は
、
平
成
29
年
度
に
市

内
部
で
方
向
性
を
協
議
し
早
急
に
進
め

た
い
。

　
大
村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正
な
ど

６
件
の
条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
大
村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関

3月
定例会

『
新
市
庁
舎
建
設
に
向
け
市
民
に
対

す
る
十
分
な
説
明
を
』

補
正
予
算

『
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
更
新
研

修
を
義
務
付
け
』

条
　例

平成28年度の補正予算のほか、平成29年度の一般・特別・企業会計の当初予算、条例改定など、
32議案を可決（同意）しました。

（市は、新市庁舎建設候補地として、現市庁舎周辺を選定しました）

（国道34号高縄手橋（松原交差点付近）は、現在、本線が工事中のため、一時的に迂回路仮橋での通行になっています）

▼
注
１
：
レ
ー
ル
幅
の
広
い
新
幹
線
と
狭
い
在
来
線
を
直
通
で
き
る
電
車

総
務
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

『
何
度
も
設
計
に
変
更
が
生
じ
な
い

よ
う
強
く
要
望
』

『
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整

備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
』

『
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度

に
更
新
制
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
』

議
　決

陳
　情

意
見
書

3月 定例会

注
１
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